
 

 

 
 

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ隣 

０４６５－２０－３４０６ 
１０：００～２２：００（２１：３０ＬＯ） 

＊お食事から宴会までご予算ご相談下さい 

 

日時：８月１７日（金） １１時～１５時 
会場：フレスポ小田原シティモール南館１階エントランス 

サマーフェスティバルは、大和リースフレスポ小田原シティモール様との共催により、市民活動団体が盛大にダンスや

演奏など、日頃の成果を発表します。夏のひとときを、素敵なステージなどでお楽しみください。 

ステージ参加団体  

①マロン５（演奏） ②ちーむこなき（えっさほい踊り） ③アネラ・フラ・ハーラウ・オ・ルアナ（ハワイアン） 

④チア＆バトントワラーズＢｌｅｓｔ小田原（ダンスとバトン） ⑤onelight spreading（踊りとグループ演奏）  

⑥大正琴「花」（大正琴） ⑦小田原ジュニア弦楽合奏団（合奏） 

⑧旭丘高校吹奏楽部（吹奏楽） （以上、出演順） 

ステージ外参加団体  

①小田原鉄道歴史研究会（模型鉄道運転） ②pp＠seisho（駄菓子販売） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電話 0120-81-0808 
〒250-0055 小田原市久野 2927 

レプス座    ヤオキ 

市民活動とは、市民の市民による市民のための自主的かつ公益的な活動で、営

利や政治・宗教などを目的とせず、社会や身の回りの環境がより良くなるよう

な活動です。ＵＭＥＣＯは市民活動が輪のように広がり、つながり、お互いに

影響を与え合い、変化しながら大きくなっていくことを応援しています。 

「生きた証」「ご家族の気持ち」 

自然に囲まれた会館から 

お見送りのお手伝いを 

させていただきます 

市民活動紹介 
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ＵＭＥＣＯ企画展は、市民活動団体の活動紹介や活

動の作品を、年間を通し、多くの皆さまに楽しんで

いただき、団体や市民活動を広くＰＲしていくため

に行っております。６月から７月にかけては、「書道」

を通じて良き日本文化の伝承や内外への発信、指導者

育成などを目的として活動中の、書道指導者育成協会

による「作品展」を行いました。ＵＭＥＣＯ企画展は、

団体の希望も取り入れ、多彩な企画で開催しています。

ＵＭＥＣＯにおいでの際には、様々な分野で活動中の

市民活動団体の日頃の成果発表等をご覧ください。

８・９月の予定は裏面をご覧ください。 

ＵＭＥＣＯ館内には、一般の皆さまの気軽な

交流の場として、休憩などでご利用いただけ

る交流エリアがあります。また、市民活動団

体の予約や活動相談がない場合、活動エリア

についても、交流エリアとしてご利用いただ

けます。ご利用時は、窓口にてご確認の上、

受付簿へのご記入をお願い申し上げます。

できるだけたくさんの方にお使いいただけ

ますように、1 回のご利用は最長 4 時間ま

でとなります。皆さまのご理解とご協力を

お願い申し上げます。 

 

 

ＮＰＯ法人心の居場所 

登校拒否・引きこもりなどに比べて、「ダークサイド」とも言われる暴力・薬物・自殺などの反社会的な行動に

入りこんでしまうような子どもたちを救う取り組みはほとんどありません。問題が多くの人に見えるようになる

のは子どもの命が消えるときということも少なくありません。大人が見えない闇の世界は深い。子どもは自分か

ら救いを求めることができないからこそ、大人が救いの手を差しのべ、予防の仕組みを作ることが必要です。 

そこで「心の居場所」では、代表理事が、かつて教育委員会の一員として、主に中学校の現場で、先生方と協働

しながら子どもたちを支援した経験を生かして、活動を広めるように取り組んでいます。 

その一環として、2018年 8月には、小田原駅近くのビルに活動拠点を新たに設けます。 

反社会的な行動に入り込んだ子どもたちが立ち直るためには、また、そこに入り込まない 

ためには、大人の支援が必要です。そうした支援活動に関心があり、一緒に取り組みたい 

という皆さんの参加も大歓迎です。 

 

６月２４日（日）、ＵＭＥＣＯにて、第三回声の万華鏡

を開催、２０を超える市民活動団体等が参加しました。

今年は、朗読の中に、音楽、劇、クイズなど、昨年と

は一味違ったステージを作り上げました。当日は、梅

雨の蒸し暑い天気でしたが、３１０名のお客様にご来

場いただきました。心にしみいる朗読、やわらかな読

み聞かせ、笑いあふれる落語、リズム感のある歌など、

市民活動団体の皆さんは日頃 

の練習成果を充分発揮。小さ 

な子どもさんからお年寄りま 

で、楽しい一日となりました。 

第三回声の万華鏡、盛況でした 

ある「『斜陽』の家 雄山荘資料展」に、市民活動団体の小田原鉄道歴史研究会ととも 

に出展しました。また、会のメンバーである「さくらの会」が、太宰の命日である桜桃忌 

に合わせて開催した「ろうどく会」に出演しました。会では、文学の分野における活動に 

ご関心のある方の参加を募集しております。 

西さがみ文芸愛好会 
西さがみ文芸愛好会は、小田原近辺にゆかりのある文芸人の来歴や実績についての調査研究、

資料収集に加え、講演会、文学散歩、創作活動の公開（展覧会）を行い、成果を市民の皆さ

んに発表しています。この 6月には、ＵＭＥＣＯ企画展への協力として、太宰治にゆかりの

ある「『斜陽』 

男女共同参画講演会を開催しました 

演題 働き女子～自分もまわりも幸せにする仕事術 
講師 大阪市立大学大学院教授 永田 潤子氏  
日時 6月 9日（土）13時 30分～15時   
場所 UMECO会議室 

 

当日は梅雨入りしたにもかか 

わらず晴天に恵まれ、市内は 

もとより県内各所より７０名 

の方が参加され、講師のお話 

に会場は明るく、高揚した雰 

囲気に包まれました。 

同時に男女共同参画週間展を開催しました。 
6月 9日～28日 於 UMECOホワイエ 
 

平成３０年度 男女共同参画週間キャッチフレーズ 
 「走りだせ、性別のハードルを越えて、今」 

※写真は昨年の様子です 


